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八王子消化器病院
第60号

考
え
る
こ
と八

王
子
消
化
器
病
院 

副
院
長

齋
田　

真

秋
空
が
高
く
澄
み
渡
り
、
さ
わ
や
か
な
空
気
が
心

地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
夏
は
例
年
に
も
増
し
た
暑
さ
に
加
え
、
大
き
な

地
震
に
よ
る
被
害
や
台
風
に
よ
る
水
害
等
、
自
然

の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
、
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
個
人
も

４
月
に
副
院
長
職
を
拝
命
し
、
患
者
様
に
対
す
る

診
療
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
病
院
運
営
の
こ
と
や

地
域
と
の
関
わ
り
等
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点

で
物
事
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
が
増
え

ま
し
た
。

（
三
上
）

中
国
の
北
宋
時
代
の
政
治
学
者
で
あ
る
欧
陽
脩

（
お
う
よ
う
し
ゅ
う
）
が
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
伝

え
て
い
ま
す
。

「
余
、平
生
作
る
と
こ
ろ
の
文
章
、多
く
は
三
上（
さ

ん
じ
ょ
う
）
に
在
り
。
す
な
わ
ち
、
馬
上
（
ば
じ
ょ

う
）、
厠
上
（
し
じ
ょ
う
）、
枕
上
（
ち
ん
じ
ょ
う
）

な
り
」

物
事
を
考
え
る
の
に
最
も
都
合
が
良
い
三
つ
の
場

面
、
即
ち
馬
に
乗
っ
て
い
る
と
き
、
ト
イ
レ
に
い

る
と
き
、
寝
床
に
い
る
と
き
を
表
し
て
い
る
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。
考
え
事
を
す
る
に
は
「
他
に
す

る
こ
と
が
な
く
ぼ
ん
や
り
と
し
、
是
が
非
で
も
と

力
ん
で
は
良
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
三
上
の
考

え
で
、
現
代
に
お
い
て
も
納
得
さ
せ
ら
れ
る
場
面

は
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
馬
上
」
と
は
今
で
云
う
通
勤
電
車
の
中
、
ま
た

は
車
の
中
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
通
勤
の
た

め
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
時
間
を
削

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
の
よ
う
な
時
間
で
す
。

無
意
識
の
う
ち
に
毎
日
同
じ
道
を
通
る
通
勤
路
で

は
、
自
分
の
中
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
自
由
な

時
間
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
厠
上
」
と
は
、
ト
イ
レ
の
中
で
す
。
周
囲
か
ら

邪
魔
さ
れ
ず
、
狭
い
空
間
に
独
り
で
籠
る
。
そ
の

安
心
感
が
発
想
を
自
由
に
さ
せ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
新
聞
を
ト
イ
レ
に
持
ち
込
ん
で
し
ま

う
、
と
云
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

「
枕
上
」
は
、
夜
寝
る
前
に
布
団
に
入
っ
て
か
ら

の
時
間
で
は
な
く
、
目
を
覚
ま
し
て
か
ら
起
き
る
ま

で
の
朝
の
時
間
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
夜
の
疲
れ
た

頭
で
考
え
事
を
す
る
の
で
は
な
く
、
朝
の
頭
の
回
転

の
速
さ
が
新
た
な
発
想
を
生
み
出
し
ま
す
。
英
語
に

「sleep over

」（
一
晩
寝
て
考
え
る
）
と
い
う
成
句

が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
多
く
の

人
々
が
朝
に
な
っ
て
浮
か
ぶ
考
え
の
方
が
優
れ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
私
は
・
・
・
。

「
馬
上
」　

通
勤
時
間
は
電
車
で
約
30
分
、
往
復
で

１
時
間
で
す
。
確
か
に
自
由
な
時
間
で
す
が
、
私
に

と
っ
て
は
小
説
に
没
頭
す
る
唯
一
の
時
間
で
「
考
え

る
時
間
」
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
厠
上
」　

１
日
８
～
10
回
、
１
回
２
～
５
分
程
度

で
は
「
考
え
る
時
間
」
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。

「
枕
上
」　

布
団
に
入
る
と
す
ぐ
に
夢
の
中
。
翌
朝

は
目
覚
し
の
音
で
飛
び
起
き
、
朝
食
も
そ
こ
そ
こ
に

自
宅
を
出
る
有
様
で
、
目
覚
め
た
後
の
ぼ
ん
や
り
と

し
た
時
間
と
は
程
遠
い
で
す
。

仕
事
中
は
外
来
診
察
や
手
術
、
検
査
が
続
き
、
帰

宅
す
れ
ば
〝
ち
び
っ
子
ギ
ャ
ン
グ
〟
達
が
大
騒
ぎ

（
小
学
１
年
生
と
３
歳
児
、
と
も
に
男
子
）、
ゆ
っ

く
り
と
「
考
え
る
時
間
」
な
ど
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
欧
陽
脩
に
は
遠
く
及
ば
な

い
！
（
無
論
、
そ
の
よ
う
な
高
名
な
政
治
学
者
に

は
程
遠
い
私
で
は
あ
り
ま
す
が
・
・
・
）
と
思
い

つ
つ
「
考
え
る
時
間
」
を
捻
出
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
か
、
答
え
を
探
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

私
な
り
の
三
上
＋
α
を
導
き
出
し
ま
し
た
。

（
走
上
）

そ
の
答
え
は
、
趣
味
の
時
間
に
あ
り
ま
し
た
。

私
の
趣
味
は
走
る
こ
と
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
。
週

３
～
４
回
で
は
あ
り
ま
す
が
１
時
間
12
～
13
㎞
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
頭
と
体
が
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
れ
ま
す
。
以
前
は
、
１
㎞
あ
た
り
何
分

と
い
う
ペ
ー
ス
を
保
つ
こ
と
を
常
に
考
え
な
が
ら

走
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
、
ペ
ー
ス
の
こ
と
な

ど
気
に
せ
ず
１
時
間
を
ゆ
っ
く
り
「
考
え
る
時
間
」

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
体

力
が
落
ち
て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
が
走
れ
な
く
な
っ
た

こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
す
が
）。
力
ま
ず
に
、
淡
々

と
、
ぼ
ん
や
り
と
し
な
が
ら
、
脚
を
動
か
す
以
外

に
す
る
こ
と
は
な
い
、
そ
の
よ
う
な
時
間
は
、
正

に
「
考
え
る
時
間
」
に
は
最
適
で
す
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
り
続
け
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

は
「
つ
ら
い
」
や
「
き
つ
い
」
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

何
故
な
ら
、
つ
ら
か
っ
た
り
、
き
つ
か
っ
た
り
し

た
と
き
は
歩
け
ば
良
い
の
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
よ

り
、
仕
事
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
の
こ
と
や

自
分
自
身
の
こ
と
等
を
「
考
え
る
時
間
」
と
し
て
、

ま
た
自
分
自
身
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
「
大

切
な
時
間
」
と
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
時
間
を
欧
陽
脩
に
あ
や
か
っ
て
走

上（
そ
う
じ
ょ
う
）と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
の「
走
上
」

を
有
意
義
な
時
間
に
す
る
こ
と
が
、
自
分
自
身
を

心
身
共
に
成
長
さ
せ
る
と
と
も
に
、
患
者
様
に
対

す
る
診
療
に
お
い
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
所
謂
、「
走

上
効
果
（
＝
相
乗
効
果
）」
を
引
き
起
こ
す
時
間
に

な
る
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。
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のコト

もっと知りたい !

身体

病気
治療

今
泉　
俊
秀

八
王
子
消
化
器
病
院　

顧
問

膵
臓
病
セ
ン
タ
ー
長

そ
の
他
の
膵
腫
瘍
に
つ
い
て

　

（1） 

嚢
胞
性
膵
腫
瘍

膵
臓
病
講
座　
❖　
第
７
回

❖ 

は
じ
め
に

今
回
は
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
前
癌
病
変

と
も
云
わ
れ
る
嚢
胞
性
膵
腫
瘍
に
つ
い
て
解
説

い
た
し
ま
す
。

❖ 

膵
嚢
胞
性
病
変
の
種
類

画
像
検
査
法
の
進
歩
に
伴
い
、
膵
臓
に
水
袋

状
の
嚢
胞
性
病
変
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
健
診
時
の
エ
コ
ー
検
査
で

偶
然
に
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は

様
々
な
性
質
の
嚢
胞
が
あ
り
、
そ
の
特
徴
を
見
極

め
る
こ
と
が
治
療
方
針
を
決
め
る
う
え
で
重
要
で

す
。
こ
れ
ら
は
、
通
常
の
膵
癌
（
５
年
生
存
率
：

10
％
）
に
比
べ
て
性
質
が
良
く
、
同
率
は
50
％
と

治
り
易
い
膵
癌
と
云
え
ま
す
。
以
下
、
病
変
の
種

類
別
に
主
な
特
徴
を
述
べ
ま
す
。

１ 

上
皮
に
裏
打
ち
さ
れ
た
嚢
胞
を
形
成
す
る

　
　

も
の

（1） 

腫
瘍
性

♦
漿
液
性
嚢
胞
腫
瘍
（
Ｓ
Ｃ
Ｎ
）：
中
年
女
性

の
膵
体
尾
部
に
好
発
し
、
比
較
的
大
き
な
病

変
が
多
く
、内
容
は
水
様
の
透
明
な
液
体
で
、

悪
性
で
あ
る
こ
と
は
稀
で
す
。

♦
粘
液
性
嚢
胞
腫
瘍
（
Ｍ
Ｃ
Ｎ
）：
中
年
女
性

の
膵
尾
部
に
好
発
し
、
厚
い
壁
を
有
し
５
～

10
㎝
の
比
較
的
大
き
な
夏
み
か
ん
状
の
腫
瘍

で
、
内
容
は
粘
液
性
・
粘
血
性
、
卵
巣
様
間

質
が
特
徴
で
す
。
緩
徐
な
経
過
を
辿
り
ま

す
が
浸
潤
癌
に
進
展
す
る
と
予
後
は
悪
く
、

腫
瘍
切
除
が
治
療
の
原
則
で
す
。

♦
膵
管
内
乳
頭
粘
液
性
腫
瘍
（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
）：

膵
嚢
胞
性
病
変
の
う
ち
最
も
多
く
認
め
ら

れ
ま
す
。
膵
臓
に
は
、
膵
液
を
集
め
て
十
二

指
腸
ま
で
送
る
膵
管
と
い
う
管
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
の
主
膵
管
に
生
じ
る
も
の

を
主
膵
管
型
と
云
い
ま
す
。
腫
瘍
か
ら
産

生
さ
れ
た
粘
液
に
よ
り
膵
液
の
流
れ
が
悪

く
な
り
、
主
膵
管
が
拡
張
す
る
こ
と
が
き
っ

か
け
で
発
見
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
膵
管
の
枝

に
発
生
す
る
も
の
を
分
枝
型
と
云
い
、
複

数
の
膵
管
が
嚢
胞
状
に
拡
張
し
ブ
ド
ウ
の

房
状
に
見
え
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
主
膵

管
型
は
悪
性
の
頻
度
が
高
く
、
切
除
が
必

須
で
す
。
悪
性
の
頻
度
が
低
い
分
枝
型
は
、

乳
頭
状
結
節
の
隆
起
（
５
㎜
以
上
）
で
手

術
の
適
応
を
決
め
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
精
査
に
は
、
専
門
医
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
Ｓ
（
超

音
波
内
視
鏡
検
査
）
が
不
可
欠
で
す
。

♦
そ
の
他
：
腺
房
細
胞
嚢
胞
腺
腫
等

（2） 

非
腫
瘍
性

貯
留
嚢
胞
、
リ
ン
パ
上
皮
嚢
胞
、
先
天
性
嚢

　

胞
等

２ 

内
部
が
融
解
し
て
嚢
胞
状
を
示
す
も
の

（1） 

腫
瘍
性

♦
充
実
性
偽
乳
頭
状
腫
瘍
（
Ｓ
Ｐ
Ｎ
）：
若
年

女
性
（
20
～
40
歳
）
に
好
発
し
、
大
球
状

で
内
部
は
出
血
壊
死
性
の
不
整
嚢
胞
で
す
。

悪
性
度
は
低
く
、
手
術
で
完
全
切
除
す
れ

ば
再
発
の
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

♦
そ
の
他
：
神
経
内
分
泌
腫
瘍
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
等

（2） 

非
腫
瘍
性

偽
嚢
胞
（
急
性
膵
炎
後
）、
貯
留
嚢
胞
（
慢
性

　

膵
炎
）
等

❖ 

検
査
・
診
断
法

こ
れ
ら
の
病
変
を
的
確
に
診
断
す
る
に
は
高

い
専
門
性
が
求
め
ら
れ
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
嚢
胞
の
大
き
さ
、
内
部
構
造
、
膵
管
と
の

関
係
、
膵
管
拡
張
の
有
無
、
特
に
膵
炎
様
の
腹

痛
や
膵
酵
素
の
上
昇
、
糖
尿
病
の
増
悪
等
を
念

頭
に
置
い
て
検
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
で
十
二
指
腸
乳
頭

を
観
察
し
、
腹
部
超
音
波
検
査
で
膵
管
拡
張
や

嚢
胞
の
有
無
・
内
部
構
造
に
つ
い
て
調
べ
、
更

に
Ｃ
Ｔ
検
査
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
客
観
的
評
価
を

し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
経
て
、
確
定
診
断
に
は

Ｅ
Ｕ
Ｓ
を
行
い
ま
す
。
紹
介
患
者
様
の
中
に

は
、
持
参
さ
れ
た
画
像
に
は
っ
き
り
と
写
っ
て

い
る
に
も
拘
ら
ず
、
正
し
く
読
影
さ
れ
ず
に
経

過
観
察
と
な
っ
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
腹
部
超
音
波
検
査
は
、
検
査
技
師
の

技
量
で
画
像
描
出
の
良
し
悪
し
が
大
き
く
左
右

さ
れ
、
肥
満
や
腸
内
ガ
ス
が
多
い
と
描
出
困
難

と
な
る
た
め
、
病
変
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、
Ｃ

Ｔ
検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
い
専
門
医
の
診
断

を
仰
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、

当
院
の
膵
臓
病
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❖ 

治
療
法

膵
嚢
胞
性
病
変
は
、
治
療
法
に
よ
り
以
下
に

区
分
さ
れ
ま
す
。

① 

切
除
が
原
則
と
な
る
腫
瘍
：
Ｍ
Ｃ
Ｎ
、
主
膵

管
型
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
、
分
枝
型
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
（
結

節
隆
起
が
10
㎜
以
上
の
場
合
、
膵
炎
様
症

状
を
繰
り
返
す
場
合
）

② 

切
除
を
勧
め
る
腫
瘍
：
画
像
診
断
で
は
鑑
別

困
難
な
こ
と
が
多
い
Ｓ
Ｃ
Ｎ
、
Ｓ
Ｐ
Ｎ

③ 

経
過
観
察
が
可
能
な
腫
瘍
：
結
節
隆
起
が
５

㎜
以
下
の
分
枝
型
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
、
そ
の
他
の

嚢
胞
性
病
変

外
科
手
術
は
膵
癌
に
準
じ
て
行
い
、
病
変
部

位
に
よ
り
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
術
、
膵
体
尾
部

切
除
術
、
膵
中
央
切
除
術
、
膵
全
摘
術
が
選
択

さ
れ
ま
す
。
膵
切
離
断
面
に
腫
瘍
性
病
変
が
な

い
か
を
術
中
の
病
理
組
織
診
断
で
判
定
し
、
陽

性
で
あ
れ
ば
追
加
切
除
し
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
の
経
過
観
察
は
、
病
気
の
発
見
か

ら
最
初
の
１
年
間
は
６
ヶ
月
毎
に
腹
部
超
音
波

検
査
、
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
実
施
し
、

そ
の
後
の
２
年
間
は
年
１
回
、
更
に
そ
の
後
は

２
年
毎
に
検
査
し
ま
す
。
病
変
進
展
の
評
価
に

加
え
、
併
存
膵
癌
に
も
留
意
し
膵
全
体
を
観
察

し
ま
す
。
５
年
以
上
経
過
後
の
併
存
膵
癌
の
発

生
率
は
、
９
％
に
上
る
と
の
報
告
や
拡
張
分
枝

の
小
さ
な
症
例
で
発
生
が
多
い
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。

❖ 

ま
と
め	

膵
嚢
胞
性
病
変
は
、
性
質
に
よ
り
様
々
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
最
も
多
い
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ

は
、
浸
潤
癌
に
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
「
前
癌

病
変
」
と
考
え
、
ま
た
膵
癌
の
併
存
率
も
高
い

た
め
専
門
病
院
で
の
経
過
観
察
が
大
切
で
す
。
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患
者
さ
ま
か
ら
　

ド
ク
タ
ー
へ

60

三
軒
在
家
万
会

八
王
子
市
長
房
町 

在
住

古
川　
り
う
子
さ
ん

八
王
子
消
化
器
病
院
と
の
ご
縁

珍
し
く
余
り
聞
き
慣
れ
な
い
地
名

「
三さ

ん

軒げ
ん

在ざ
い

家け

」。
１
６
２
４
年
（
寛
永

一
年
）
頃
に
、
半
農
半
士
で
あ
っ
た

八
王
子
千
人
同
心
の
遠
山
家
（
分
家

に
矢
島
家
）、
榎
本
家
、
岸
家
が
は
け

4

4

（
丘
陵
・
崖
地
形
）
下
に
居
住
、
開

墾
の
た
め
移
り
住
ん
だ
の
が
地
名
の

由
来
だ
そ
う
で
す
。

三
軒
し
か
家
が
な
か
っ
た
三
軒
在

家
も
、
徐
々
に
家
が
増
え
幕
末
に
は

十
数
軒
と
な
り
、
戦
局
が
急
を
告
げ

る
昭
和
十
九
年
頃
か
ら
、
ポ
ツ
ポ
ツ

と
増
え
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
は

急
ピ
ッ
チ
で
増
え
て
、
昭
和
三
十
年

長
房
町
会
、
翌
昭
和
三
十
一
年
長

房
自
治
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
昭

和
五
十
八
年
四
月
に
は
長
房
町
会
会

員
５
０
５
人
、
長
房
自
治
会
会
員

１
９
８
人
計
７
０
３
人
と
「
邑
」
か

ら
「
街
」
へ
と
発
展
し
、現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
長
房
町
の
南
に
は
南
浅

川
が
流
れ
、
広
い
河
川
敷
、
長
い
河

岸
段
丘
を
有
し
、
土
手
は
長
い
桜
並

木
で
四
月
、
桜
の
満
開
時
に
は
見
事

な
景
観
で
す
。
五
月
の
端
午
祭
り
に

は
、
約
千
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
、

毎
年
二
万
人
以
上
の
人
出
で
賑
わ
い

ま
す
。（
八
王
子
八
十
八
景
選
定
）

三
軒
在
家
万よ

ろ
ず

会　

三
軒
在
家
と

い
う
の
は
、
勿
論
こ
の
地
に
定
着
し

た
馴
染
み
深
い
地
名
で
、
万
会
の

【
万
】
は
「
す
べ
て
」「
万
事
う
ま
く

事
が
運
ぶ
」「
万
代
限
り
な
く
続
く
」

で
三
軒
在
家
万
会
を
表
わ
し
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
一
月
設
立
・
会
員

数
７
４
名
で
発
会
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

万
会
に
は
社
会
奉
仕
活
動
、
部
会

サ
ー
ク
ル
活
動
と
多
く
の
活
躍
活
動

の
歴
史
が
あ
り
、
会
員
は
長
房
町
会
・

長
房
自
治
会
に
所
属
す
る
６
０
歳
以

上
の
人
。
現
在
は
、
そ
れ
ら
を
引
き

継
ぎ
会
員
数
８
１
名
で
日
々
活
動
し

て
い
ま
す
。
会
員
の
生
活
を
健
全
で

豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
（
社
会

奉
仕
・
友
愛
・
健
康
を
進
め
、
生
き

が
い
を
高
め
る
た
め
の
活
動
）
見
聞

を
広
げ
、
生
き
る
喜
び
を
体
得
し
、

楽
し
い
潤
い
の
あ
る
老
後
生
活
を
送

る
こ
と
。
そ
れ
に
は
先
ず
、
健
康
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
毎
月
の
例

会
・
誕
生
会
で
は
、
輪
投
げ
・
吹
き

矢
・
踊
り
・
カ
ラ
オ
ケ
・
史
跡
探
訪

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
尾
警
察
署

の
防
犯
・
防
災
の
講
座
、
保
健
セ
ン

タ
ー
・
高
齢
者
安
心
セ
ン
タ
ー
等
の

講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
退
職

後
、
市
の
健
康
検
査
を
受
け
た
と
こ

ろ
要
再
検
査
と
な
り
、
近
所
の
医
院

の
渡
辺
先
生
に
、
八
王
子
消
化
器
病

院
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
現
病
院
に

変
わ
る
前
の
平
成
十
三
年
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
、
何
回
か
検

査
入
院
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
年
以
降
、

少
し
遠
の
い
て
い
た
と
こ
ろ
今
回
、

再
検
査
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
坂
爪
さ
ん
に
お
話
し
た

と
こ
ろ
、
入
院
当
日
病
院
ま
で
車
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
入
院
当

日
は
丁
度
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
る
日
で
し
た
。
院
内
ア
ナ
ウ

ン
ス
で
「
雅
楽
の
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

ロ
ビ
ー
に
ど
う
ぞ
」
と
の
案
内
、
ま

た
看
護
師
さ
ん
か
ら
も
お
誘
い
い
た

だ
き
、
ロ
ビ
ー
に
行
き
ま
し
た
。
そ

の
ロ
ビ
ー
は
大
勢
の
人
で
い
っ
ぱ
い

で
、
こ
ん
な
に
患
者
さ
ん
達
が
入
院

し
て
い
る
の
か
し
ら
…
と
思
い
ま
し

た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
近
隣

の
方
々
に
も
お
声
を
か
け
て
、
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と

の
こ
と
。
患
者
へ
の
気
配
り
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
方
々
に
も
温
か
い
気

配
り
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
「
雅
楽
演
奏
」
日

本
の
古
来
伝
統
芸
能
鑑
賞
、
そ
れ
も

病
院
で
と
、
感
動
し
ま
し
た
。

翌
日
、
退
院
の
時
に
、
三
軒
在
家

万
会
の
こ
と
を
説
明
し
、
厚
か
ま
し

く
も
院
長
先
生
の
健
康
講
座
を
お
願

い
で
き
ま
せ
ん
か
、
と
言
い
ま
し
た
。

即
座
に
「
い
い
で
す
よ
」
と
快
諾
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
て
、
お
願

い
は
し
た
も
の
の
、
人
が
集
ま
る
だ

ろ
う
か
、
忙
し
い
と
こ
ろ
来
て
い
た

だ
く
の
に
失
礼
に
な
ら
な
い
か
、
と

て
も
心
配
し
ま
し
た
。
近
隣
の
皆
さ

ん
に
も
声
を
か
け
ま
し
た
と

こ
ろ
、
当
日
は
大
勢
の
人
達

が
集
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
私

た
ち
の
胃
を
知
ろ
う
」
の
タ

イ
ト
ル
で
院
長
小
池
伸
定
先

生
の
講
座
を
受
け
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
小
池
先
生
は
院

長
先
生
は
怖
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
全
く
な
く
、
終
始

ニ
コ
ヤ
カ
に
、
わ
か
り
易
く

お
話
を
さ
れ
て
、
皆
さ
ん
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
胃

酸
の
分
泌
を
増
加
さ
せ
る
も

の（
や
は
り
控
え
な
け
れ
ば
）、

日
常
食
し
て
い
る
食
物
の
消

化
時
間
、
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
、

日
本
人
の
二
人
に
一
人
が
ガ

ン
に
な
る
等
に
つ
い
て
、
先

生
の
お
話
を
聞
き
再
認
識
し
ま
し
た
。

丁
寧
で
わ
か
り
易
く
、
身
近
な
病
気

「
胃
」
に
つ
い
て
の
お
話
は
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
、
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
ま
た
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
困
っ
た
こ
と
等
、
い
つ
で

も
電
話
な
り
来
院
す
る
な
り
し
て
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
と
の
あ
り
が
た
い

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
を
大

切
に
す
る
病
院
、
先
生
、
ス
タ
ッ
フ

職
員
の
皆
様
の
信
頼
と
安
心
を
身
近

に
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
喜
び
で
す
。
こ
の
度
の
ご

縁
に
深
く
感
謝
い
た
し
、
そ
し
て
末

長
く
大
切
に
し
て
参
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

端
午
の
節
句　
南
浅
川
の
鯉
の
ぼ
り
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想うこと 1995 年 阪神・淡路大震災（1995 年オリックス）
2011 年 東日本大震災（2013 年東北楽天）2016
年 熊本地震（2017 年ソフトバンク）

大地震とプロ野球優勝チームとの関係です。本
年はスポーツ界では不祥事が相次ぎイメージを大
きく損ないましたが、スポーツが持つ本来の観る
楽しみは無論のこと、人々に夢を与え元気にさせ
るという意味でその力は計り知れません。

本年、多数の死傷者をだした北海道胆振東部地
震と西日本を襲った豪雨の被災地にそれぞれ本拠
を置く日本ハムファイターズと広島東洋カープの
日本シリーズを叶えて、被災された皆様を元気付
け励ましてあげたいと思うのが人情ですかね。

　　被災地に　球音ひびき　空髙し

　　　　　　　　　　　　　　理事　久野久夫

当院における個人情報の取り扱いついて

個人情報は、個人情報保護法（以下「法」という）第 3
条で「個人の人格尊重の理念の下に慎重に取り扱われるべ
きものであることに鑑み、その適正な取り扱いが図られな
ければならない」とされています。特に医療機関は、保有
する個人情報の性質や利用方法等から「究極の個人情報」
とも云われ、厳格な取り扱いが求められています。本稿で
は、厚生労働省のガイダンスを基に当院における個人情報
の取り扱いについて、その取得および利用方法を中心に解
説いたします。

　　　　　　◆　　　　　　　　　　◆

（個人情報とは）
個人情報は、法で以下の通り定義されています。

生存する個人に関する情報であって、次のいずれかに該
　当するもの
①当該情報に含まれる氏名、生年月日、その他の記述
等により特定の個人を識別することができるもの
（他の情報と容易に照合することができ、それによ
り特定の個人を識別することができるものを含む）

②個人識別符号が含まれるもの

医療機関が取り扱う診療録（カルテ）等の診療記録や健
康診断の結果等は「要配慮個人情報」として、その取り扱
いに特に配慮を要するものと定められおり、取得や第三者
への提供には、原則としてご本人の同意が必要となりま
す。

なお、「個人識別符号」とは、特定の個人を識別できる
文字、番号、記号等の符号を云い、医療機関では遺伝子情
報や健康保険の記号・番号等が該当します。

（個人情報の取得）
患者様は、病気の治療・予防を目的として病院に来院さ

れます。一方、病院は適切な医療を提供すると共に、その
費用を公的機関に請求するためには、患者様の個人情報を
取得することが不可欠です。

患者様が病院の受付で診療を申し込むためには、ご自分
の個人情報を病院に提供することが前提となります。その
際に、問診票に身体状況・病状等を記入することや医師の
診察を受けること等をもって、病院が個人情報を取得する
ことに対し、患者様本人が同意したものと解されます。

院内的には、症例検討、院内感染予防・医療安全に関す

個人情報保護管理委員会　内部監査責任者　大津　行博

る業務改善や治療の依頼・相談等のための他の医療機関
等への情報提供等に個人情報を利用することがあります。
この場合は、個人情報の取得に当たって、医療機関は当該
利用目的を公表する等の措置を講じる必要があります。

当院では、患者様との間に認識の差が生じないよう、個
人情報の利用目的を院内掲示等で明確にし、その範囲内で
適切に利用することを周知しています。

なお、ご本人の同意については、急病による意識不明等
の事態が生じ、患者様の同意を得ることが困難な場合、ご
本人の病歴等をご家族等から伺うことも認められています。

（個人情報の利用）
医療機関では、ご家族等に病状説明を行うことは、患者

様への医療の提供のために通常必要な範囲内の利用と考え
られ、そのことを院内掲示等で公表し、ご本人から留保の
申し出がない限り、その同意があったものと解されます。

当院では、院内掲示等に加え患者様の意思に配慮して、
診察時の第三者の同席や病状説明を行う際の対象者の範
囲等を予め書面で確認しています。

なお、ご本人の同意が得られない場合であっても、ご本
人またはご家族等の生命、身体、財産の保護のために必要
であると医師が判断する場合、ご家族等へ説明することも
可能です。

また、他の医療機関等への情報提供のうち、患者様への
医療の提供に必要であり、かつ個人情報の利用目的として
院内掲示等で明示されている場合は、ご本人の同意が得ら
れているものと解されます。

　　　　　　◆　　　　　　　　　　◆

以上、個人情報の取得および利用方法について、法の趣
旨から解説させていただきました。

これらに加えて当院では、情報漏洩を防止するために電
子カルテ等のハード面はもとより、年 2 回の全職員対象
の研修会の開催や内部監査を実施する等して、個人情報の
安全管理に努めています。

電話での問い合わせや面会時の手続き等で煩雑な面もあ
り、ご面倒をおかけしますが、法の趣旨に則り患者様・ご
家族の協力を得て、個人情報の管理についても安全・安心
な病院であるべく取り組んで参ります。

※参考文献：厚生労働省（平成 29 年 4 月 14 日）
　「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのた

めのガイダンス」


